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<幼児教育> 

幼児が主体的な活動に取り組むための援助の在り方 

  ～場面に応じた言葉かけの工夫を通して～ 

宜野湾幼稚園教諭  上原 直子 

Ⅰ  テーマ設定の理由  

 社会環境が著しく変化している現代社会において、「人と人とのつながりの希薄化」も進行している 

人との関わり方がわからずにいる人や傷つく事を恐れ、人と関わりたくないと避けている人が増えてき

た。当然、人と関わりを持たなければ、傷つくこともない。しかし、「生きていく楽しさ」は、自分を

取り巻く様々な人々との営みの中に存在する。そのような社会の中で、幼児が人とかかわりながら、共

存していくための「生きる力」の基礎を培う必要があると考える。 
平成２０年３月２８日公示された幼稚園教育要領の領域「人間関係」の中で、「幼児が互いにかかわ 

りを深め、協同して遊ぶようになるため、自ら行動する力を育てるようにするとともに、他の幼児と試

行錯誤しながら活動を展開する楽しさや共通の目的が実現する喜びを味わうことができるようにする

こと」が新たに盛り込まれた。つまり、幼児が人とかかわる力を育成するためには、幼児理解を基盤に

教師は幼児が主体的に活動を展開できる環境（物的・空間的・人的）を整え人と関わるためのコミュニ

ケーションの能力を高めていくことが肝要であるととらえる。 

今までの保育実践を振り返ってみると、子どもたちが自立し主体的に行動していくには、生活する上 
でのルールを教えていく必要があるという思いが先行し、「集団のルールの定着」ばかりに重きをおき、

集団の中でのルールを繰り返し指導したり、集団行動を意識して声をかけてきた。その事により、何を

していても「それをしたら、先生に叱られるよ」「ダメだよ」と批判的な声が多く聞かれたり、「これで

遊んで、いい？」と教師を意識しながら行動することが、多く見られるようになり、結果として指示待

ちの子がみられるようになってきた。そのことから、教師主導の保育であったと考える。 
幼児が主体的に活動に取り組み、人と関わりをもつようになるためには、環境（物的・空間的・人的） 

の構成の見直しが必要であると考える。その中でも、人的環境である「教師」の役割が、もっとも重要

と捉え、幼児が主体的に活動に関わりるようになるための教師の援助の在り方を見直す必要がある  と
考え本テーマを設定した。 

 
Ⅱ  研究目標 

 幼児が主体的な活動に取り組むための教師の言葉のかけ方、援助の在り方を探る。 
 

Ⅲ  研究仮説 

１  基本仮説 

   幼児一人一人の発達や内面の理解を深め、場面に応じた言葉かけや援助を工夫する事によって、 

幼児が主体的に活動に取り組み人との関わりも深まるであろう。 

（１）  具体仮説 

① 幼児の発達の状態や幼児の内面を理解しながら、環境を構成ことで主体的な生活が展開で 
きるであろう。 

② 幼児が心を動かす体験を積み重ねながら、他の幼児と共感したり、感動を共有したりする喜 
びを味わうことによって、主体的な生活が展開できるであろう。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

Ⅳ 
  

研究の全体構想図 
 

 

 

 

  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
Ⅴ   研究内容   
  

目指す幼児像   
・意欲的に活動に取り組 
み、進んで友だちに関わ 
れる子   

・伸び伸びと自分なりの 
表現ができる子   

・イメージを言葉で伝え 
合いながら、友だちと協 
力し遊びを進めていけ 
る子   

研究目標   
幼児が主体的な活動に取り組むための教師の   
言葉のかけ方や、援助の在り方を探る。   

研究仮説   
１   基本仮説   
  幼児一人一人の発達や内面の理解を深め、場面に応じた言葉かけや援助を工夫することによって、 

主体的に活動に取り組み人との関わりも深まるであろう。   
  (1)   具体仮説   

① 幼児の発達の状態や幼児の内面を理解しながら、環境を構成することで主体的な生活ができる   
であろう。   

   ②幼児が心を動かす体験を積み重ねながら、他の幼児と共感したり、感動を共有したりする喜び 
を味わうことによって主体的な活動が展開できるであろう。   

教育関係法規   
日本国憲法     
教育基本法   
学校教育法     
幼稚園教育要領   
（人間関係、言葉、 
健康、自然、表現）   
県の教育施策   
市の教育施策   

人間関係   
・他の人々と親しみ、 
支え合って生活す 
るために、自立心を 
育て、人とかかわる 
力を養う   

研 究内容   
１「主体的な活動に取り 
組む幼児」について   

２ 教師の援助について   
３ 幼児期の発達について   
４ 環境と教師の役割につ 
いて   
５ 教師の言葉かけ   
    

  

研究方法   
１ 参考文献や資料による理論 研究 

    
２ 実践事例・研究資料の収集   
と分析   
３ 研究保育の考察   
４ 関係する研修会への参加   
５ 担当指導講師による指導助言 

  
 

  

検証 保育   
計画・実践・分析・反省・考察   

研究のまとめ   
研究の成果と課題   

幼児の実態   
  学級の４割の子が、集団   
経験が初めてで集団での 
活動に戸惑い、遊びをみつ   
けられない子や友だちと 
関われない子がいる  

幼稚園教育目標   
心身ともに健全な子に育てる   

◎たくましい子     
◎心豊かな子   
◎よく見、よく聞き、よく考えて行動する子  

研究テーマ  
幼児が主体的な活動に取り組むための   

援助の在り方   
～場面に応じた言葉かけの工夫を通して～   



Ⅴ 研究内容 

  １ 「主体的に活動に取り組む幼児」について 

「主体性」とは、『広辞苑』によると「ある活動や思考をなす時、その主体となって働きかけるさ

ま。他のものによって導かれるのではなく、自己の純粋な立場において行うさま」、『幼児の教育用

語事典』によると、「自ら問題を自分自身の問題としてとらえる積極的な構えをいい、その行動は

自らの意志によって決定される。つまり、自分で考え、自分で行動を選択する能力である」とある。

また、幼稚園教育要領解説の中で「幼児が自ら周囲に働き掛けてその幼児なりに試行錯誤を繰り返

し、自ら発達に必要なものを獲得しようとする意欲や生活を営む態度、豊かな心」とある。 

このようなことから「主体的に活動に取り組む幼児」とは、「自ら生活の場において、教師から

指図されないで自分の考えや意志で動く事のできる幼児。つまり、自ら活動に取り組もうとする心

情、意欲、態度が備わっている幼児の姿。」と捉える。 

 ２ 教師の援助について 

 「幼稚園教育要領解説」に、「幼稚園生活においては、何よりも教師との信頼関係を築くことが必要

であり、それを基盤にしながら様々なことを自分の力で行う充実感を味わうようにすることが大切」

とある。教師は幼児一人一人のかかわりの中で、信頼関係をつくり出すことが、もっとも重要なこと

であるといえる。 

人は誰しも他の人の言葉や表情、態度などから気持ちが一喜一憂する。幼児も、もちろん同じで教

師は、幼児一人一人との関わりの中で、それを意識し接していく必要があると考える。幼児一人一人

をありのままに受け止め、幼児の気持ちに共感し、幼児の言動や表情から何を感じているのか、何を

実現したいのかをよみ取とり、必要なときに声をかけたり、手を差し伸べる、また、寄り添うことが

援助だと捉える。そのことによって、幼児と教師の信頼関係が生まれ幼児は温かい気持ちを持ち、安

心や安定の中で、教師に心を開いていくと考える。 

そこで、教師の援助の進展について、森上史朗氏（１１９７）の資料を参照に図１のように考えた。 

 

 

                                 

           

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 教師の援助の進展     

  教師                 幼児 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
                      

○ 幼児をどうみているか 
・幼児の発達を理解する。 
・幼児の言動や行動等からの読み

取り。何が育っているか、どう

育とうとしているか 

○共感して見守りながら 
援助の方法を選択する 

・興味を示してみる 
・そっと必要な物を用意する 
・他の子ども達にも伝え、活動

に誘う 
・積極的に仲間に入る 
・ヒントを与える。  

○教師の存在をどう感じるか 
・教師の言動、表情、態度を

見ている。信頼感を持つ。 
 

遊びながら感じたこと（喜び、

得意、驚き、疑問、困惑など）

を心の中では先生にわかって

ほしいと思っている。 

それによって子どもの遊びが進

展していく 
また、新たな問題や要求が生まれ

る。 子どもの遊びを楽しみながら観察

し、さらに次の手立てを考える。 

信頼関係 

繰り返し 



３ 幼児期の発達について 

幼児を理解する上で、「何故このような行動をとるのか」「この行動の次には、どういった動きをす

るのか」を予想していかなければ、適切な援助ができない。幼児を理解するのに必要なことは、幼児

期の子どもたちの発達の特性を知ることである。森上史朗（１９９８）によると、幼稚園生活におけ

る幼児の発達の道筋を「発達の過程」ととらえている。そこで、表１のように幼児の発達過程と生活

する姿をまとめた。 
  表１ 幼児の発達の過程 

発達の過程 生活する姿 
（Ⅰ） 
一人ひとりの遊びや教師

との触れ合いを通して幼

稚園生活に親しみ安定し

ていく時期 

ア新しい生活に緊張や不安感があり、教師とともに動こうとする。 
イ家庭で親しんだ玩具や遊具などをもったり使ったりして遊ぼうとする。 
ウ他の幼児とのつながりはあまり見られず、自分が安定できることで遊ぼうとする。 
エ固定遊具やボールなどを使ったり、追いかけっこなど体を動かす遊びを好む。 

（Ⅱ） 
周囲の人や物への興味や

関心が広がり、生活の仕方

やきまりが分かり自分で

の遊びを広げていく時期 

ア教師の言動に敏感で教師の意図に沿った動きをしようとする。 
イ他の幼児への関心が強くなり、いつも一緒にいたい２～３人の友だちができてきると

ともに、トラブルも起こりやすくなる。 
ウ新しい素材や遊びが提示されると興味をもって取り組もうとする。 
エ遊びの中でおしゃべりが多くなる。 
オ戸外で活動をすることを好み、体を動かして表現することを喜ぶ。 
カ幼稚園での生活の仕方が大体分かり、自分の身の回りのことは自分でしようとする。 

（Ⅲ） 
友だちとイメージを伝え

合い共に生活する楽しさ

を知っていく時期 

アいつも一緒に遊ぶ友達ができるが、それぞれの自己主張が強くなる。 
イ友だちの遊びからの刺激を受けて遊びが広がる。 
ウ知的好奇心が高まり、身近な事象に興味をもってかかわる。 
エルールのある遊びに興味をもつようになり、援助があれば皆と一緒に生活する場を整

理しようとする。 
（Ⅳ） 
友達関係を深めながら自

己の力を十分に発揮して

生活に取り組む時期 

ア友だちとの遊びの進め方などを相談しながら自分達で遊びを展開しようとする。 
イ遊びの内容が豊かになり、工夫したり試したりすることを楽しむ。 
ウ想像をめぐらしながら様々な表現活動を楽しむ。 
エグループ同士でゲームなどを好んで行う。 
オ当番活動など、自分の役割を果たそうとする。 

（Ⅴ） 
友だち同士で目的をもっ

て幼稚園生活を展開し深

めていく時期 

ア一つの目的に向かって学級の友だちと一緒に協力して活動を展開することができる。 
イ身近に起こる出来事などに関心をもって自分たちの遊びに取り入れることが盛んに

なる。 
ウ遊具や用具などを自分たちの活動に合わせて、様々に取り組み合わせて使おうとする 
エ幼稚園生活の中で、ある程度の見通しをもって活動を展開する。 
オ必要に応じ指示に従うなどの集団行動がとれるようになる。 

表１から、幼稚園生活の中で幼児の発達は、入園当初の一人一人の遊びや教師とのふれあいを通し

て、園生活に親しみ安定していく時期から、友だち同士で目的をもって園生活を展開し深めていく時

期にいたるまでに、様々な過程を経ていく。つまり、幼児は周囲の環境（人的環境、物的環境、空間

的環境）との関わりの中で、自立し主体的な生活を展開していくのである。     
従って、教師は、幼児の発達の過程を理解し、適切な環境を構成することが、幼児の主体的な活動

を促すことにおいては、とても重要である。 
 
 



４  環境と教師の役割について 

（１） 環境について 

環境とは、遊具や素材などの物的環境、友だちや教師などの人的環境ばかりではなく、自然や社会

の事象・幼児を取り巻く状況、時間や空間などがあり、幼児を取り巻く全てのものをいう。 

「幼稚園教育要領解説」の中で幼稚園教育の基本は「幼児期の特性を踏まえ、環境を通して行うこと」

とあり、さらに「幼児は、生活を通して周囲に存在するあらゆる環境からの刺激を受け、自分から興

味をもって環境にかかわることで充実感や満足感を味わう体験がなされなければならない」とある。

ゆえに教師は、幼児の主体的な活動が展開されるよう幼児一人一人の行動の理解と予想に基づき、計

画的に環境を構成しなければならないと考える。 
そこで、幼児が主体的に活動に取り組むための環境を構成する際に、大切なことを様々な文献を元

に下記のようにまとめた。 

① 幼児が自主的な選択や創造的な生活ができるためには、「やりたいこと」をおもいきりやる時

間や好きなように使える空間、自由な雰囲気をつくる。 
  ② 広がる幼児の興味や欲求に基づいた環境を構成し、幼児の言動に応じて環境を再構成していく。 
  ③ 教師が主導的に活動を創り上げていくのではなく、幼児の主導的な活動を軸にした園生活を構 

成していく。 
④ 人的環境である教師の言葉かけや表情、態度等を幼児の発達・状況等に合わせ適切に行う。 

 
（２） 教師の役割 

 「幼稚園教育要領解説」によると「幼児の主体的な活動を促すためには、教師が様々な関わりをもつ 
ことが重要であることを踏まえ、教師は、理解者、共同作業者など様々な役割を果たし、幼児の発達に

必要な豊かな体験が得られるよう、活動の場面に応じて、適切な指導を行うようにすること」とある。

そこで「教師の役割」を表２のようにまとめた。 
表２ 教師の役割 

教師は、多角的な視点から幼児の姿をとらえ、幼児の特性や発達の課題を把握し、目の前で起こって

いる出来事から、そのことが幼児にとってどのような意味をもつかをとらえる力を養う必要がある。幼

児が望ましい発達をし、自ら活動を選択していくことができるよう、きめ細かな援助が重要である。 

①幼児のよき理解

者 
教師は幼児一人一人に適切な援助ををするためには、幼児の生活や遊びの経験 
を把握し幼児の実態を理解を得ること。そして幼児がどこで、誰と何をしているか

をしっかり、とらえておく必要がある。こうした幼児理解は幼児一人一人を教師が

認知するために必要であり、援助の立場からも不可欠である。 
②幼児との共同作

業者、共鳴するも

の 

幼児は全身で、気持ちを表現する。教師は幼児に合わせ同じ様に動く、同じ目線

に立って見つめる。同じものに向かうことによって、幼児の心の動きや行動が理解

できる。幼児と向き合うのではなく、同じ向きで動きを共有することである。 
③憧れを形成する

モデル 
教師がある活動を楽しみ、集中して取り組む姿は、幼児を引き付けるものとなる。

よって、教師は、演技者や表現者のようにその姿を見る者が、憧れをもち引きつけ

られるように自らを形成する必要がある。また、幼児は、教師の日々の言動や行動

する姿をモデルとして善悪の判断、いたわりや思いやりなどの道徳性、生活上のき

まり、場面に応じた言葉といった多くのことを学ぶ。このようなかとから、教師は

自らの言動が幼児に影響を与えることを認識しておくことが必要である。 
④援助者 幼児の遊びが、深まっていなかったり、課題を抱えているときの教師の援助は大

切である。それは、幼児ができるだけ自分で困難を乗り越えようとする気持ちを大

切にして援助を行う必要があり、そのタイミングを見極める必要がある。それには、

幼児の実態をよく理解し、一人ひとりの発達に応じた援助の仕方が必要ある。 



５  教師の言葉かけ 

幼児が主体的に活動に取り組むために、教師は「幼児の活動」の様々な場面に応じて適切な援助を行

わなければならない。小川博久は、「幼児の主体的行動を誘発するのは、教師の言葉を含めた行動全て

である」といい、吉村真理子（１９９８）によると「援助は時々の状況に合わせて、適切な手段をとら

なければならない。そのもっとも多いのがことばかけである」と述べている。よって、教師のことばか

けは、もっとも重要だといえる。 
（１）  教師が心掛ける言葉かけ 

幼児に対する教師の言葉かけは、重要なことと捉え保育に当たらなければならないが、どのよう 
なことに重きをおいて心掛けていけかなければならないか安部明子（２００５）を参考にまとめた。 
（教師の話し方） 

・おだやかで、しかっりした話し方は、子どもに自信と安心感を与える。 
・簡単に率直に話すのが最も効果がある。 
・子どもは教師の話し声に敏感である。子どもと目を合わせ、静かに話すことを常に意識し声 
の調子を明るくしてみることで気持ちも変わってくる。 

（聞く事） 

幼児一人一人を理解しようとするところに、豊かな保育の展開と実りがある。そのためには、

子どもの話すことに真剣に耳を傾け、子どもとともに悩み、ともに発見し、ともに感動していく

ことが大切である。 
（豊かな語りかけ） 

幼児にかかわる教師の言葉や、そこで展開されるやりとりの質は、幼児に多大な影響を与える。 
よって、教師は日常の中で使用している言葉をもっと大切に、豊かな言葉を使って幼児と接して 
いく必要がある。 

（幅広い生活経験） 

教師も、生活経験を広げていかなければならない。生活経験を広げることは、身近な事象につ

いて細かい注意を払うことになる。言葉についていえば、きれいな言い方と聞きとりにくい言い

方、温かい表現と冷たい表現など、言葉の選択や表情に影響が与えられる。 
（２）  場面とは 

  「場面」とは、一日の生活の流れの中の「基本的生活習慣を必要とする場面」と遊びの中の「喜び・ 
発見の場面」、「葛藤の場面」、「自分なりに課題をもって取り組んでいる場面」、「遊びが広がっていく 
場面」と捉え、幼児の言動や行動をもとに、教師の対応と課題及び解決方法を以下にまとめた。 

 

 

 

①  一日の保育の流れの中の基本的生活習慣を必要とする場面 

生活の流れ 幼児の言動・行動 教師の言葉かけ・援助 改善点 
順次登園 
（朝のあい

さつ） 
 
 
 
 
 
 

・元気よくあいさつす

る子、はにかみなが

らあいさつする子、

保護者にくっついて

くる子。 
 
 
 
 

「○○さん、おはようございま

す」 
「おはよう、いい天気で気持ちい

いね」 
・一人ひとりを笑顔で挨拶や言葉 
をかけたり、スキンシップをと 
りながら、心の安定を図る。 

 
 

◎朝の出会い 
・幼児と親しみの気持ちをもっ 
て、朝の出会いを喜ぶ気持ち 
をわかち合う。それは、教師 
が微笑みとともに、あいさつ 
や声かけとして表していく。 
また、名前を呼ぶ事で、幼児

と教師の関係性の成立（自他

の意識） 



朝のひとと

き 
 
 
 
 
所持品の始

末 
 
 
 
 
 
朝の会 
（クラスの

集まり） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
朝の活動 
（掃除） 
 
 
 
 
 
 
遊びの中で 
 
 
 
 
 

・家での様子を自分な

りの表現で、伝えよ

うとする。 
 
 
・朝の出会いに喜びを

感じ、友だちと話し

をし、そのまま遊び

に流れ、所持品の始

末を忘れる子がい

る。 
 
 
・歌、リズムを楽しむ。 
・朝のあいさつをする 
・出席確認、一日の流

れ（行事の時間の組

み方等）の確認を行

う 
 
 
「今日は遊べる？」 
「外でも遊んでい

い？」 
「やったー、今日は外

で遊べるってよ」 
 
 
 
 
 
・動植物の世話をする。 
・園庭掃除をする。 
 
 
 
 
 
 
・遊びに必要な言葉を

交し合う 
・道具や遊具などの正

しい使い方やルール

がわかる。 
 

・思いを伝えたい幼児の話を十分 
聞く。 

 
 
 
「片付けをしてから、遊ぼうね」 
「○○さん、片付けしてないよ」 
 
・教師の指示で片付けを行って 
いるため、片付けを必要と感じ 
ず、同じことを繰り返す。 

 
「お集まりしましょう」 
「大きな声で朝のあいさつをし

ましょう。おはようございま

す」 
「今日は、子ども朝会をした後、 
朝の活動をして、○○時間まで

好きな遊びの時間です」 
 
・所持品の始末を終えた幼児は遊

び始めていて、片付けをして集

まるのに時間がかかる。 
・朝の出会いであいさつをした

が、再びする必要があるのか。 
・ 幼児の言動から、教師が遊び

を許可しているような会話に

なっていたのではないかと考

える。それと同時に、十分な

遊びの確保ができていなかっ

たのではないか。 
・進んで活動に取り組んでいる幼

児の姿を捉え成長したことを

伝える 
「お世話の仕方が上手になった

ね」 
 
・進んで世話をしていない子への

対応。 
・集まりの場で、ルールを説明し

て、遊具を提供する。 
 
・教師がルールを話しそれに従う

ことで、遊びが十分深まらないこ

とがあった。 

◎幼児を受入れる 
・幼児の話を聴き、一人ひとり

を受け止め、信頼関係を深め

たい。この姿勢を大切にする。 
 
◎遊びの身支度をする 
・「遊びに取り組むための身な

りを整える」ということを念

頭に置き、言葉かけを行う。 
 

 
 
◎朝の会の必要性 
・「やりたいこと」をおもいき

りやる十分な時間の確保を

行うため、一日の保育の見直

しを職員共通のもとに行う。 
週行事、一日の流れの組み方  

等 
・園行事、時間（行事の始まる

時間、好きな遊びの時間、片

付け時間）については、スケ

ジュール表（一日の流れ、一

ヶ月の行事等）を掲示し、幼

児自身、見通しが持てるよう

にする。 
 
・好きな場所で、好きな遊びを

してもいい雰囲気をつくる。 
 
 
◎教師がモデルになる 
・教師がやっている姿をみて

「やってみたい」という気持ち 

を高める。 
・自分達で「やれた」「できる」

気持ちを大切にし、言葉かけ

をする。 
 
◎規範意識は幼児の中から 
・発達に応じた意図的・計画的

環境構成を図る。 
・幼児は、友だちとの関わりの

中から、ルールや社会性に気

付くようになってくる。 

課題 

課題 

課題 

課題 



片付け 
 
 
 
 
 
ミルク 
弁当 
 
 
ミルク 
弁当 
（食事の時

間） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
掃除 
 
 
 
 
 
 
 
 課題活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・使った物を片付ける 
 
 
 
 
 
・手洗い・うがいをす

る。 
・準備をする 
 
・当番の声かけであい

さつをしている。 
「いただきます、ごち

そうさま」が言える 
 
 
 
 
 
「もう、終わりにして

いい？」 
 
 
 
・片付ける 
・うがい、歯磨きをす 

 る 
 
・グループで掃除分担

場所に別れて掃除す

る。 
「もう、終わり？」 
・絵を描く。 
・折り紙を折る。 
 
「先生、できない」 
「描けない」 
 
・教師の見本とそっく

りの作品に仕上がる

子がでてきた。 
・その課題活動から、

離れてしまう子がい

る。 
 

「頑張っているね～」「気持ちよ

くなってきたね」 
 
・教師の指示で片付けを行ってい

るため、片付けを必要と感じて

いない。 
「手洗い、うがいはしましたか」 
 
（となえ言葉） 
「用意は、いいですか？手を合わ

せてください。おいしい弁当いた

だきます」「いただきます」 
 
・パターン化したあいさつによっ

て、実感のない言葉になってし

まっているのではないか。 
（偏食のある幼児への対応） 
「頑張って食べてごらん」 
「今日は、半分まで飲んでみよ

う」 
 
全部食べる事ばかりに重きがか 
れ、楽しく食べる雰囲気になれな 
くなってきている。 
 
 
・汚いから掃除をするではなく 
与えられた時間だから、掃除を

するという幼児がいる。 
・掃除時間の終了を聞く子がい

る。 
 
・教師が見本を見せ、絵を描かせ

てきた。 
・描かせたい絵を誘導的な質問を

しながら子どもたちにイメー

ジさせていた。 
・時間を決め取り組んできた。 
 
・作品を残すことばかりに重きを

おきすぎてなかっただろうか。 
・発達に応じた課題選択ができて

いたか。 
・幼児の興味のあるものを取り上

げることができていたか。 

・活動の終わりや生活の終わり

に使った物を元に戻し、きれ

いになった事を気持ち良い

と思えるうように生活のリ

ズムとして身につけていく。 
 
・手洗い、うがいの必要性を絵

本や素話等の児童文化財を

用いて指導する。 
・「いただきます」「ごちそうさ

ま」のあいさつが、形式的な

「となえ言葉」になってしま

わないように、意識してあい

さつの大切さを伝える。 
※「となえことば」とは、毎日

同じ様に形式的に繰り返さ

れる言葉のこと。 
 
・何故、ミルクを飲むのか絵本

や素話等の児童文化財を用

いて食育指導につなげる。 
「ミルクはカルシウムが入っ

ていて、骨が丈夫になるよ」 
 
 
 
・掃除分担をやめ、掃除は「汚

れたところを掃除する」とい

う意識を持たせる。掃除の仕

方がわかるようになったら

幼児に任せる。 
 
◎幼児の興味の向いているも 
・生活の流れの中で、幼児の興

味が向いている事を膨らま

せ課題活動を組む。 
・絵を描く活動がほとんどだっ

たが、造形、ゲーム等、いろ

いろな課題活動を取り入れ

る。 
・幼児のイメージを大切にした 
働きかけを行う。 
・発達段階を見ながら、教材を 
精選する 

 

課題 

課題 

課題 

課題 

課題 



 

クラスのひ

ととき 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
降園 

・帰りの準備 
 
 
 
・絵本を見る 
・絵本の読み聞かせが

好き。物語に集中し

ている。 
 
 
 
教師の話を聞く 
・友だちと話をしてい

る。 
・相手の話を聞かず、

自分の想いを話す子 
・友だちとふざけ合っ

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・一日を振り返って、

気付いたこと、楽し

かったこと等を発表

する。 
 
 
 
（となえことば） 
・全体で帰りのあいさ

つ教師と一人一人あ

いさつをして帰る。 
 

「○時間までに、帰りの準備をし

てね～」 
「忘れ物がないようにね～」 
 
・絵本、紙芝居の読み聞かせをす

る。 
 
・絵本や紙芝居の読み聞かせが、

ほとんどである。 
 
 
・話を聞く態度を身につけさせる

ことに意識し常に声をかけて

きた。 
・話を聞いていない子に対して 
「話を聞く態度はどうだった？」 
と問いかけ、あたかも幼児自身

に考えさせ気付かせるような

言葉かけをしてきた。 
「話を聞くときの姿勢・お口はチ

ャック・目を見て話しを聞く・

三角座りで背筋はぴん」 
 
・「集まりの場」において、静か

に座っていられるようになっ

たがボーっとしていたり、話の

内容を理解し聞いていない幼

児が見られるようになってた。 
・人前で話をするという経験をさ

せまた、人の話を聞く態度を育

てたいという思いで、一日の振

り返りを発表という形で行っ

てきた。 
 
・毎回、同じ幼児が発表する。他

の幼児は、その成り行きを見守

ったり、他児と話たり、友達の

話を興味をもって聞いていな

い様子が伺える。 
 
 
・パターン化した帰りかたであ

る。 
 

・言葉で準備させるのではなく

準備を見守り、待つことも大

切。曲をかけたり、手遊びを

しながら最後の幼児が準備

するのを待つ。 
 
・児童文化財（絵本、紙芝居、

人形劇、パネルシアター、ペ

ープサート、言葉遊び等）を

積極的に取り入れ、教師との

信頼関係を深め、安定した情

緒を獲得していく。 
 
・必要に応じて課題になる話題

を取り上げ話し合いをもつ 
 
 
・幼稚園では「聞く態度」を養

うのではなく、「聞く気持ち」

を養うことを心がけ、教師は

話し方を工夫していく。一つ

の事について互いに心を寄

せて考え合い共通の話題で

イメージを膨らませ、思考す

る場面を設定できるよう教

師は配慮していく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「明日も幼稚園に来たいな」

と思えるような魅力ある帰

り方を工夫する。 
クイズ、言葉遊び 等 

課題 

課題 

課題 

課題 



② 遊びの中から教師の言葉かけ・必要とする場面 

遊びの中での場面 今までの教師の対応と課題 解決方法 
（喜び・発見の場面） 
・新しいものをみつけた時、で

きるようになった時、教師に

話したくなる。 
 
 
 
（葛藤の場面） 
・発端となる原因は様々。 
幼児は、自分の思いが通らな

かった時、自我を主張する時

等に喧嘩となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（自分なりに課題をもって取り

組んでいる場面） 
・自分なりに目標を持ち、取り

組んでいる。 
・時には、課題をクリアーでき

ず、諦めようとしたり、投げ

出すこともでてくる。 
 
 
 
 
 
（遊びが広がっていく場面） 
・友だちと同じ場で遊んでいる

が、それぞれで遊びを楽しん

でいる。 
 
・友だちと一つの遊びで盛り上

がっているが、同じ遊びを繰

り返している。 
 
 

共感者 
○「すごいね」「よく気がついた

ね」「大発見だね」と、共に喜

びあう。 
 
・喜びも発見も「すごいね」の一

言で済ませている事に気づく。 
けんかの裁判官 
○その場の状況や互いの思いを

聞き、それぞれ当事者の立場に

なって互いに考えさせてきた。

最終的には、教師が解決して

た。 
 
・幼児同士が、消化不良のまま、

違う形で、再び喧嘩することも

あった。 
・自分達で解決していく力が育た 
ない。 

 
・「もう少しで、できるようにな

るね」「がんばれ」 
励ましたり、できた事を喜び共

感する。 
 
・失敗しても「大丈夫、できるよ

うになる」と励ましの言葉かけ

が多かった。 
・課題がクリアーできず、諦める

幼児がでてきた。 
 
 
・遊びの中で、遊具を提供したり

「こんなやり方は、どう？」とや  

り方を見せていた。 
 

 
・遊びを広げようとするあまり、

教師が誘導しようとしてしま

う。その結果、その遊びから離

れてしまう幼児がでてきた。 
 

具体的に共感 
○どのようなことがすごいのか、

どのようなことが成長したの

かを教師が具体的に伝える。こ

とによって、幼児は伝え方を学

び、自分の行為が経験として位

置づけられ、濃密化していく。 
幼児の仲裁者 
○葛藤の場面は、幼児が人間関係

や社会性が育っていく。成長し

ていく上で大切な事と捉え、成

り行きを見守ったり、幼児同士

解決の糸口をみつけ出せるよ

うな言葉をかける。 
○時には、状況や幼児の発達を見

極め、仲裁に入り気持ちの代弁

者になることも大切。 
そこで、大切な事は、幼児同士

で解決していくよう援助して

いく事である。 
○励ましと前進した時の喜びを

共感する。 
「頑張ってるね」「昨日は、１歩

歩いてたけど、今日は５歩も歩

けたよ」 
○失敗がプラスになるようなヒ

ントを与える声かけをする。 
○頑張っている姿、過程を認める 
言葉かけ 
「諦めず、毎日頑張っていること

がすごいことだよ」 
 
・教師は、幼児の動きを見ながら 
何を楽しんでいるかを見極め

環境を構成していく。 
・他児とのつながりが持てるよう 

な言葉かけを意識し、一緒に遊

びに関わる。その際、幼児の言

動や動きに添って、行動する。 
 

 

課題 

課題 

課題 

課題 



Ⅵ  研証保育                   

検証保育指導案 

                  平成２０年１月１６日（金） 
                             宜野湾幼稚園 たんぽぽ組 
                             男児１７名 女児１６名 計３３名 
                             教    諭  上原 直子 
                             指導講師  大湾 由美子 
１  学級の実態 

 入園当初より、集団生活に戸惑いを感じ、泣いて登園する子や保護者から離れられない子が多くまた、

一人で遊んでいる子が目立っていた。二ヶ月たった頃からは、徐々に幼稚園生活に慣れ、気の合う友達

や小グループで遊んでいる幼児がいる反面、教師の傍らで過ごす子や活動を進めることに戸惑いが見ら

れ「これで遊んでいい」と教師に聞くなど、自信を持って活動に取り組めない子、遊んでいても「先生

に聞かないとダメだよ」と、教師を意識し活動する子がみられるようになった。 
二学期に入り、友達の広がりが見られるようになり、教師から離れ小グループでまとまって遊ぶよう

になってきたが、友達の刺激を受け遊んでいるものの遊んでいても、仲間と協同して活動し、一つの遊

びを持続し発展していく楽しさを経験することができていない。 
 

２  保育観 

二学期後半の幼児の発達として、「友達関係を深めながら自己の力を十分に発揮して生活に取り組む

時期」であり、「友だちと遊びの進め方などを相談しながら自分達で遊びを展開しようとする」姿がみ

られなければならない。しかし、学級の実態から「友だちの遊びから刺激を受けて遊んでいる」が、そ

の遊びが持続せず、遊びが展開していく様子がみられない。そのことから、集団で楽しめる遊びを積極

的に取り入れてこなかったからではないかと考える。検証保育では、集団遊びのゲームやリズム、児童

文化財を活用して、一つの話題で話し共通のイメージを持つことを楽しんできた。そのことから、クラ

スのひとときで楽しんだゲームを好きな遊びの時間で引き続き遊んだり、徐々に自分達でゲームを進め

ていく姿など主体的に活動を展開していく姿みられるようになってきた。本日は、クラスのひとときの

中で、場面に応じた言葉かけや援助を行うことによって、主体的に話し合いや集団ゲーム遊びを自分た

ちで展開していけるようにする。 
 

３  クラスのひとときの活動計画 

日付        クラスのひととき 日付 クラスのひととき 

１/6 指人形「ブーちゃんとの出会い」 

言葉あそび「音節遊び」 

１/７ リトミック 

フォークダンス「おさななじみ」 

１/７ 指人形「ブーちゃんとお友達」 

言葉あそび「音節遊び （長音、拗音）」 

１/１６ 

公開 

検証保育 

リトミック・指人形・さいころゲーム 

※友達と話し合い、みんなで遊びを決める 

 

１/９ さいころゲーム １/２２ ※友達と話し合い、みんなで遊びを決める 

伝承遊び「あぶくたった」 



４  本日の流れ 

    日案                        平成２１年１月１６日（金） 男１７名 女１６名 計３３名 たんぽぽ組  担任 上原直子   

前
日
ま
で
の
幼
児
の
姿 

・文字に興味を持ちはじめ、「トマトは、下から呼んでもトマト。上から読んでもト

マトだよ」「かまきりの『か』は、かいとの『か』だよ。」と会話が聞かれるように

なってきた。 
・それぞれの思いでゲームに取り組むので、意見が対立しゲームがまとまらなくなる。 
・個々での遊びに取り組んでいる姿はみられるが、集団としてまとまらない。 
・廃品を使って、キャラクターを作り、それをごっこ遊びに取り入れている。 
・年賀状が届いたのをきっかけに、手紙をやりとりしている姿がみられる。 

○友達と一緒に、遊びを進めていく楽しさを味わう。 
○言葉や数を使ったいろいろな遊びに触れ、その楽しさを味わう。 

     ・いろいろな遊びに興味を持ち、繰り返しやってみたり、ルールを守って遊ぶ。 
・思いや考えを出し合って、自分たちで遊びを進めていく。 
･遊びの中で、文字や数に興味を持ち、自分たちの遊びや生活の中で使ったり、おも 
しろさ便利さに気づく。 

      

時間 予想される幼児の主な活動 ☆教師の援助    ◇予想される幼児の活動、言動    ❤育てたい姿    ＜＞遊びの種類、主な領域 
８：１５ 

 
 
 
 
 
 
８：３０ 
 
 
 
 
８：４５ 
 
 
 
 
 
９：１５ 
９：３０ 
 
１０：１５ 

○登園           
・あいさつをする     
・身支度を整える 
・出席ノートにシール

を貼る。 
○朝の活動 
・花に水かけ、落ち葉 
拾いをする。 

○好きな遊びをする。 
＜室内＞ 
・正月遊び（すごろく、 
かるた、トランプ

等） 
・たこ製作 
・さいころゲーム 
・お手紙ごっこ 
＜戸外＞ 
・竹馬・フラフープ 
○片付け 
 
 
担任へ引き継ぐ 
○ミルクをいただく 
○帰りのひととき 
○降園 

＜登園～身支度＞ 
☆朝の出会いを大切に、一人一人に声をかけ、

挨拶を交わす。心身状態を把握する。 
◇安心した気持ちになり、自分の想いを伝え

たくなる。 
☆幼児の話を聞き、一人ひとりを受け止め、

信頼関係を深める。 
＜片付け＞ 
☆活動の終わりや生活の終わりに使った物を

元に戻し、きれいになった事を「気持ち良

い」と思えるうように生活のリズムとして

身につけていく。 
 
 
☆クラス全体で楽しめる活動を取り上げ、協

同して活動することの充実感を味わえるよ

うにする。 
<ミルクを飲む～降園> 
◇当番活動◇みんなでミルクをいただく 
◇片付け、降園準備 
☆楽しい雰囲気の中、マナーを守って飲むよ

うにしていく。 
<降園> 
☆一日を振り返り、気付いたり考えたりでき

るような話を話題に取り上げる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

園庭 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ホール） 
・音節サイコロゲーム 
・こま ・大型積み木 

（絵本の部

屋） 
（たんぽぽ） 
・かるた 
・手紙ごっこ 
・トランプ 

（製作コーナ-） 
・廃品を使った

製作 

（さくら組） 
・かるた 
・トランプ 
・すごろく 

＜サイコロゲーム＞  
❤友達と相談しながら遊びを進める。 
❤友だちと楽しく遊ぶ中で、ルールの大切さに気付き、

守ろうとする。 
◇ゲームの楽しさがわかり、徐々に自分達で進めていこ

うとする。 
◇困った事があると、教師を頼りにする。 
☆子どもたちと一緒にゲーム遊びを楽しみながら、ゲー

ムを進めていく姿を見守り、必要に応じ援助を行う。 

＜すごろく、トランプ、カルタ＞ 
❤遊びのルールや遊び方を伝え合いな

がら、友達と楽しむ。  
❤文字や言葉に興味をもつようにな

る。 
☆取り出しやすい場所、遊びの空間を

確保する。 
 

＜竹馬、フラフープ、こま

まわし＞ 
◇友達と競い合って遊ぶ 
☆コツや技術的な援助を

必要とする場面を捉え、挑

戦する喜びや達成感を味

わえるようにする。 
 

＜お手紙ごっこ＞ 
❤文字に対する興味や関心

を持つ 
◇友だちに手紙を書くこと

を楽しんでいる。 
☆五十音表を貼る、ポスト

を設置する等、環境構成

を行う。 

本
日
の
ね
ら
い
・
内
容 

＜製作＞ 
❤イメージを共有しあい、遊び

を進める。 
◇気の合う友達とそれぞれの考

えを出し合いながら、イメー

ジのものを作っている。 
☆教師は、幼児の動きを見なが

ら何を楽しんでいるかを見極

め環境を構成していく。 

クラスのひととき  

クラスのひととき 



(1)  クラスのひとときの流れ 

時間 ○主な幼児の活動☆予想される幼児の行動・言動 教師の援助 

 
 
９：３０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０：１５ 

 
 
○クラス活動 
・リズム「はつゆめよんやさ」をしながら、みんなが

集まるのを待つ。 
☆手洗い・うがいに時間がかかる子がいる。 
☆リズムを楽しんでいる子、リズムに参加しない子が

いる。 
・リトミック「パートナー探し」 
☆パートナーがみつけられない子、活動に入ろうとし

ない子がいる。 
 
○教師の話を聞く 
☆前回の人形との触れ合いが、印象に残っており、話

に出てくることを期待している。 
☆話しが理解できなくて、寝転がったり、歩きまる子

がいる。 
 
○クラスみんなでやりたい遊びを相談して決める 
☆今まで経験あるサイコロゲーム、フォークダンス

「おさななじみ」、フルーツバスケット、なぞなぞ

遊びが予想される。中には、子どもの中で遊び込ん

でいるカルタや製作遊び等も意見として出る場合

もあるだろう 
 
 
○相談して決めた遊びをみんなで楽しむ。 
『サイコロゲーム』 
☆ゲームのルールを理解し、徐々に自分達で進めてい

こうとする。 
☆困った事があると、教師を頼りにする。 
 
・教師の話を聞き次回に期待を持つ 
 
担任に引き継ぐ 

 
 
○友達と一緒に活動する楽しさを感じる。 
＊テープ、オルガン、指人形の準備を事前に行う。 
＊自然な流れの中で、楽しく活動に入っていけるような

リズム・リトミックを行う。 
＊リトミックでは、パートナーが見つけられない子への

配慮を子どもたちが気付けるような言葉かけをしてい

く。 
 
 
 
○話を聞く気持ちを育てる 
＊指人形を使い「遊び」「生活」の中から、話題をみつけ

子どもたちとコミュニケーションを行い、共通の話題

でイメージを膨らませ、思考できるようにする。 
＊話題の中での子どもたちの気づきを取り上げ、全体に

広げられるようする。 
○自分の考えを伝えたり、友達の考えを受け入れ

ながら、遊びを決める。 
＊自分達で話し合い、決めていけるような働きかけをす

る。 
＊意見が多く出た場合、戸惑いがみられるときは、クラ

ス全体で解決していけるような言葉かけを行う。 
＊意見が出ない場合は、選択肢を与え促していく。 
＊意見が受入れられなかった子の配慮を行う。 
○友達と楽しく活動するなかで、共通の目的を見

いだし、工夫したり、協力して遊びを進める。 
＊子どもたちと一緒に遊びを楽しみながら、子どもたち

が遊びを進めていく姿を見守り、必要に応じ援助を行

う。 
＊遊びを進めていこうとした姿やルールを守った姿を話

したり、みんなで楽しんだ時間を振り返り次回に期待

をもたせる。 

 

ねらい 
・ 
内容 

○自分の考えを伝えたり、友達の考えを受入れたりして、一緒に遊びを進めていく楽しさを味わう。 
１ 自分の考えを伝えたり、友達の考えを受け入れながら遊びを決める。 
２ 友達と楽しく活動するなかで、共通の目的を見いだし、工夫したり、協力して遊びを進める。 
３ 友達と一緒に活動する楽しさを感じる。 

仮説 
クラスで相談して遊びを決める場において 
１ 話し合いを通して、自分達で活動を進めていく楽しさや進め方を味わえるだろう。 
２ 集団遊びを楽しむことを通して、仲間と協同して活動することの充実感を味わえるようになるだろう。 

〜 〜 

 

〜 



５  検証保育研究会 

(1)  保育者の反省 

① 今までの保育を見直し、理論や講師から学んだことを積極的に取り入れた。今までのワンパタ

ーンな集まりから、子ども達が集まりたくなるようなリズムやリトミックを取り入れ「集まりま

しょう」と言わずに、子ども達が集まりたくなるような場を設ける努力をした。本日は、「集まり

ましょう」という言葉かけをせずに、子ども達が集まることができた。 
② 「自分の考えを伝えたり、友達の考えを受け入れながら遊びを決める」という内容は、達成す

ることができた。しかし、決めた遊びが「友達と楽しく活動するなかで、共通の目的を見いだし、

工夫したり、協力して遊びを進める」という内容を十分達成できなかった。 
③ 教師の思いとして、クラスで共通の目的がみいだせる「さいころ遊び」をとりあげたいと思っ

ていた。子どもたちの意見に流され、まとめることが出来ず、教師の意図していたことを行うこ

とができなかった。教師の思いと子ども達の思いをつなげることが、とても、難しいと感じた。 
  ④ 集団に関われない子への対応にどうしていいのかわからず、とまどってしまった。これからも、 

個々の関わりを視野に入れた保育実践に努めたい。 
 

(2) 意見及び感想 

  ① 今までの保育を変えようとしているのが、わかった。リズムやリトミックで、子ども達が楽しそうにしてい

た。 

    ② 個に応じた対応を丁寧に行っていた。言葉かけも、個々を大切にした言葉かけを行っていた。 

    ③ 人形を使って、「手洗い、うがい」の必要性を伝えていた。子ども達が自ら、手洗い、うがいを行ってい

たので、子ども達に伝わったように思う。 

    ④ 話し合いをどう捉えていたか。リトミ ックの場において、友達同士、考えを出しながら、パートナーを見

つけていたので、話し合いも主体的に自分たちで話し合いを進めていく姿を期待したが、見られなかっ

た。発達段階を考慮し、教師も対応していく必要があったのではないか。 

   ⑤ 今までの幼児の経験から予想を立てていく。幼児は、生活すべてが経験。いろいろな意見がでて当然

である。それをどう教師が、方向性を示していくかが大切。 

    

 

（３）  指導助言（沖縄キリスト教短期大学非常勤講師 大湾由美子） 

    ① 子どもたちが、教師の体調や思いを受け止め、教師に寄り添い話しを聞いてくれていた。大

きい声を出すことがいいわけではない。状況に応じ声の抑揚や大きさを工夫することは、とて

も大切である。 

② 子ども達の発達段階を考慮し、教師の意図をもって、活動を展開していくことは最も重要で

あり、その教師の意図に子ども達を導いていかなければならない。 
    教師の「意図する活動」と子どもの「やりたいこと」をつなげるような遊びにもっていくこと。 

③ 子どもの集中力を考えると、話し合いの時間が長かった。 
   ④ 子どもの生活は、連続的で子どもの成長を教師がしっかり抑えていたら、今日の教師の意図

する保育につなげる事ができていたのではなかったか。 
   ⑤ 他者の存在を意識し、自己を抑制しようとする発達の時期を踏まえて、環境構成を行う。入

園から、修了までの長期的な発達を踏まえた生活を見通した、指導を考えることが大切である。 



Ⅶ  仮説の検証 

検証保育の中から実践事例を挙げ、具体仮説①、②を検証する。 

 
１  具体仮説①の検証 

 

 

  

事例１）  登園が気持ちよくできない子への援助 

場面  幼児の姿と教師の関わり  T：教師 ・教師のよみとり○言葉かけや援助 
１月７日 

 
裏門から A 男が登園。一学期後期までは母親と登園
していたが、１１月頃から、一人で登園するようにな

る。裏門からうつむきながらゆっくり歩いて登園する

A男。 
T：裏門にいる A 男に距離はあったが「A 男さ～ん、
おはよう～」と手を振った。 
A男は門から全速力でかけてきた。 

A 男：「先生がいたから、走ってきた。」と笑いながら
話してくれた。 

T：「一人で登園できるようになって、一つお兄ちゃん
になったね」と A 男を抱きしめると、満足そうな表
情でクラスに入っていった。 
それをきかっけに登園時は、教師を見て笑顔で門か

ら走ってくる A男の姿がみられるようになった。 

A男の登園の様子から 
 
 
 
 
 
 
 
○A 男が安心して、登園できるよう
な言葉かけを行う。 
○A 男にスキンシップをとり、全身
で受け入れ心の安定を図る。 
○自立している姿を伝え、自信を持

たせることができるような言葉か

けを行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

順
次
登
園 

〜 

所
持
品
の
始
末 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
朝
の
出
会
い
」
を
大
切
に
幼
児
を
受
入
れ
る
（
信
頼
関
係
の
築
き
） 

１月１４日 
 
B子：「先生、おはようございま～す」 
あいさつをしながら登園する Y 子。いつもの様子と
は違いどこか、うきうきしている。「Y子さん、おは
よう。今日はなんかいつもと違う感じがするな～」

と問いかけた。すると、家での様子を話し始めた。 
B子：「あのさ～、お母さんが歯医者さんみたいに、グ
ラグラしてる歯とったんだよ。お母さんが次、大人

の歯が生えてくるって言ってた」と大きく口を開き

みせてくれた。 
T：「おめでとう。大人の歯が生えてくるの楽しみだね。

B子さん、お母さんに歯を抜いてもらったんだって」
と周りに 
いた C 子に伝えた。B 子は C 子にも、「ここの歯」
と見せている。「C子もだよ」と見せ合い楽しそうに
話ながら、保育室に入り、所持品の始末をした。 

いつもの B子の様子から 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○B 子の嬉しそうな表情・態度を捉
え、教師から積極的に声をかける。 
○B子の嬉しいとの気持ちに共感し、
他児にも伝え、他児とのかかわり

を持たせる。 
 

 

不安な気持ちで登園する A男を受け止める 

家で楽しいことがあった B子 

 
・いつもの B 子の登園様子
は、教師からあいさつをし

ても、頭を下げるだけの返

事であった。保育室に入っ

ても、マイペースに黙々

と、所持品の始末をする B
子。そんな B子が進んであ
いさつしたことで輝いて

いるようにみえた。 
 

 
・近頃、登園が遅くなってき

ている。今まで母と共に、

登園していたため、一人で

登園することに不安を感じ

緊張しているのではない

か。 
 

幼児の発達の状態や幼児の内面を理解しながら、環境を構成することで主体的な生活が展開できる 

であろう。 



 
【考察】 
以前は大切な朝の出会いをあまり意識せず、子ども達を受入れてきた。幼稚園に登園してくる子ども

たちの心身の状態は様々で、日々変化している。その子ども達を登園時から温かく受け入れることで、

子ども一人一人の心身状態の変化に気付き、多様なかかわりをもつことができた。こうした心の通った

かかわりや配慮を重ねていくことで、教師と子ども達との間に心のつながりができ、信頼関係を築く事

ができてくる。また、子どもの成長をタイミングよく捉え援助したり、子ども一人一人を理解すること

にもつながっていく。朝の出会いは大切な時間であることを再確認することができた。 
 
事例２）  集団にとけこめない子への援助 

幼児の姿と教師の関わり   ・教師のよみとり○言葉かけや援助 
１/２２ 
～クラスのひととき～ 
クラスみんなで、話し合いをして「あぶくたった」をするに 
なった。すると、D子が「先生、やりたくない。粘土がいい 
と自分の気持ちを話し始めた。 
「はぁ、みんなで決めたのにやらないわけ～」「そうだよ、そ 
うだよ」と D子は、みんなから責められる。 
「どうして、D子は『あぶくたった』は嫌なの？」と聞いて 
みた。D子は下をうつむきながら、「やりたくないのに・・・ 
粘土がしたい」と一言。 
その様子をみて、D子のことを気の毒に思ったM子は以前
も同じ様に D子が「粘土がしたい」と主張していた事を思い
出し「前の時も、D 子は粘土がやりたいって言ってたさ～だ
から、D 子がやりたいって言うなら、D 子だけは粘土させた
ら？」と、D 子の気持ちを汲み取り、D 子だけ特別でもいい
のではないかと案を出した。 
「はぁ、そしたらいんちきさ～」という数人の男の子の意見 
に、D子の仲良しの友達が「そしたら、D子がかわいそうさ 
～」と言い合いになった。その気迫に負けた男の子たちがお 
された形になり「いいよ。じゃ D子だけ粘土やったらいいさ 
ぁ。」と、賛成した。D子の粘土をしたいという意見は通った 
が、D子の顔には笑顔がなかった。 
教師は「もし、みんなと『あぶくたった』したくなったら、 
ホールに来てね。」とみんなに聞こえるように D 子に声をか
け、ホールに移動した。 
あぶくたったを始めて、二順目 D子がホールの隅に立って 
いた。それに K 男が気付き、「D 子が来てるよ～おいで、こ
こあいてるよ」と誘ってくれた。それでも D子は気まずそう
な顔をしてこない。その様子を見た仲良しの E子が迎えに行
き「おいで」と手を伸ばすと、D 子は、下をうつむきながら
も手を出 
した。D子と E子手を取り合いながら、輪の中に入ってきた。 
その後、あぶくたったを楽しんでる D子の姿があった。 

D子について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○今まで、D子が集団活動に参加できる
ようにと、教師が手立てを講じてきた

が、そろそろ教師から離れ、D子が自
分で解決できるよう促していく。 

 
 
・D子の表情から、粘土がやりたかった
のではなく、集団遊びの楽しさが感じ

られず、仲間に入るタイミングがみつ

けられなかった事が読み取れた。 
 
○仲のいい友達と遊ぶ楽しさがわかっ

てるＤ子なので、自分の力でみんなの

中へ入る事ができることを信じ、D子
に選択を任せた。 

 
○D子のことを心にとめながら、他の子
とホールに移動した。 

 
 
 

 

D子とクラスのみんなの様子を見守る 

気の合う２～３名の友だちの中

では、自分の思いを主張しながら

遊びを進めることのできる D子。 
時には、自分の思いを主張し、ト

ラブルになることも多い。そんな

D子が、クラスみんなとの集団活
動になると、「いやだ、やりたく

ない。」と言い活動に参加せず教

師の側にいたり、他児のすること

を傍観していることが多い。 



 
【考察】 
集団での活動になるとみんなの中にとけこめない D子に対し、 
今まで教師がいろいろ手立てを講じてきた。今回はD子の自立 
と乗り越える可能性を信じ教師が離れ、見守るように試みた。 
そのことにより D子は仲間の手助けを受けて加わることができ、 
D子やその周りの子ども達の内面的な成長を伺うことができた。 
そのことから、教師の援助は、必ずしも側にいて声をかけるこ 
とだけが適切な援助ではなく、子どもの実態を把握し発達の過 
程で、子ども自身が困難を乗り越えようとする気持ちを大切に 
実態にあわせ見守る、離れるのタイミングを見極めていく事も 
重要なことだということを実感した。 

みんなで「あぶくたった」 
                              
以上のことから、幼児の発達の状態や幼児の内面を理解しながら、場面に応じた声かけや援助を行 

うことで、幼児が主体的に活動に取り組み生活が展開することができるようになった。 

 
２ 具体仮説②の検証 

 

 
 
 
事例３）  協同して遊ぶ楽しさを実感できない集団への援助  『 さいころゲーム 』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

日 幼児の姿 
１/６ 
 

・好きな遊びの時間にＡ男、Ｎ男、Ｓ男、Ｓ

太、Ａ子、Ｍ子と、さいころゲームを行う。 
・はじめてのゲーム遊びにどうしていいのか

分からず戸惑いながらゲームに取り組ん

でいる。 
・次第に「やった～勝った」「はぁ、負けた」

と歓声があがるようになってきた。 

１/7 
 
 

1/9 

・「昨日やったさいころゲームが楽しかった

から」とＡ男、Ｎ男、Ｓ太が「先生、さい

ころゲームやりたい」と誘いにきた。 
・「お友達、もっといたら楽しいよ。誘って

きて」と声をかけたが、それぞれで遊び始

めていたため誘うことができず、教師を含

め４人で遊んだ。 
・少ない人数で、ゲームを行う日々が続いた。 
 

            

幼児が心を動かす体験を積み重ねながら、他の幼児と共感したり、感動を共有したりする喜び

を味わうことによって、主体的な生活が展開できるであろう。 

・教師のよみとり  ○言葉かけや援助 
○初めての試みで、さいころゲームを教師主

導で行う。 
・初めてのゲームに戸惑いを感じている、丁

寧にルールを伝えていく。 
・ゲームに取り組んでいるうちに徐々に、気

持ちの高まりが見られる。 
○好きな遊びの時間に、気軽にゲームが楽し

めるように目の届くところにおく。 

○Ａ男、Ｎ男、Ｓ太の気持ちを大切に、共

感しながら、さいころゲームを一緒に楽

しむ。 
・数人の子が周りで見ている。誘っても仲

間に入ろうとしない。やりたくてもどう

入っていいのか分からないのだろう。 
・さいころゲームの楽しさをクラスみんな

で共有したい。 
 

〜 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
【考察】 
少人数でさいころゲームを行うが、なかなか遊びが広がらなかった。クラスのひとときの時間にクラ

ス全体で、さいころゲームを楽しんだことで、仲間と勝ちを喜び、負けを悔しむ楽しさを味わった。そ

の楽しさが心に残り、次の日も友達を誘い合って、主体的にさいころゲームを進め楽しむ子ども達の姿

をみることができた。このことから、教師が遊びのアイデアを提供し任せ、他の幼児と感動を共有する

喜びを味わうことで、幼児の心をゆさぶり主体的な活動への展開につながることがわかった。 
教師は、幼児の中に「何を育てたいのか」を意識し、子ども達の「育つもの」を加味した遊びのアイ

ディアを提供し、発達に必要な経験を保障していかなければならない。 
 

 
   
  
 
 

 
クラスで楽しく              自分達で進めて 

        

1/9 
 

クラスのひととき 
・「今日ね、Ａ男さん、Ｎ男さん、Ｓ太さん

が楽しいことして遊んでいたよ」と話題を

切り出した。「わかるよ、さいころゲーム

でしょ」と数人の子が答えた。 
・さいころゲームのことについて、話をして

いくうちに「先生、やりたい」と子ども達

から、声があがった。 
・クラスみんなで、さいころゲームを楽しむ。 
「勝った、勝った～Ａチームの勝ちで～す」 
「は～、負けた～」 
・勝敗のある遊びに一喜一憂し、全身で嬉し

さ悔しさを表現してる様子。 
・「楽しかった。また、やりたい」という子

ども達に、「ここにさいころを置いて置く

から、いつでも、お友達を誘ってやってい

い」ことを伝えた。 

1/10 
 
 

・好きな遊びの時間、友達を誘い合いながら、

自分達でさいころゲームを進めている。 
・何回も繰り返し遊ぶうちに、ルールを教え

あってる姿や相手を思いやり、さいころを

手渡してる姿、順番を守って遊ぶ姿がみら

れる。 
・ルールを話し合って、変えている姿が見ら

れるようになってきた。 

○クラスのひとときで、一日の遊びを振り返る。 
・数人の子が、さいころゲーム遊びに気付いて

いたことから、さいころゲームに興味を示し

ていることがわかった。 
○教師は、子ども達が「やりたい」という気持

ちが高まるように、気持ちを引き出すことを

意識した会話を行った。 
○ルールを説明した後は、経験のある子ども達

に、リードを任せ、教師も一緒にゲームを楽

しむ。 
○子ども達が手助けを求めてきた時は、必要に

応じて、言葉かけや援助を行う。 
○教師も勝ったことを喜び、負けたことを悔し

み子ども達の気持ちに共感した。 
・ルールが共有化され、遊びに意欲が見られて

きた。 
  

○主体的にゲームに取り組む姿を見守り、友

達同士の関わりを見守る。 
○相手を思いやってる姿やルールを守って遊 
んでいる姿を認め、その良さをみんなに伝

える。 
○話し合いをしながら、ゲームを進めている

姿を温かく見守る。 
 

  

〜 



事例４）  協同して遊ぶ楽しさを実感できない集団への援助   『 指人形・リトミック 』 

【考察】 
幼児は、友達とのかかわりを通してより充実し、生活が豊かなものとなる。そこで、一人一人の思いが

つながるような、幼児同士がかかわりあうことのできる環境を構成していったことで、子ども達は、主体

的に遊びを展開していった。 

場面  幼児の姿 ・教師のよみとり ○言葉かけ、援助 
１月６・７日 ～人形のブーちゃん～  
初めての人形との出会いであったが、とても、興

味深く関わりを楽しんでいた。 
人形を身近な友達と感じ「また来てね」「次は、友

達を連れてきてね」と期待を持って接してる 
１月 16日           
「ゴホン、ゴホン、ブーちゃん、風邪ひいちゃった

みたい」と投げかけると「大丈夫？」とブーちゃ

んを気遣う子ども達。子ども達との会話から手洗

い、うがいの大切さを伝える。 
「ブーちゃん、手洗い、うがいするの忘れちゃった

のね～だから、風邪ひいちゃったんだね。みんな

は、大丈夫？」 
「あっ、手洗ってない」と手を洗いに行く子がいた。

その後、手洗い、うがいを意識して行う子が増え

た。 

○子ども達の身近な話題や生活に関

連した話をとりあげ、子ども達との

会話を楽しむ。 
・人形とのかかわりを楽しんでいる様

子。子ども達の心をつかめるような

話し方を工夫する。 
・風邪が流行っているため、風邪予防

の手洗い、うがいの大切さを伝えた

い。 
 
 
○子ども達の声をひろいながら、会話

を進めていく。 
○子ども達で、考えさせるような言葉

かけを行う。 
 

  

～リトミック～ １月１６日 
オルガンの曲に合わせ、いろいろな歩きをする。 
教師の示した数に合わせ仲間をみつけグループ

になる。何回か繰り返すうちに、子ども達の様子に

も、変化が現れてきた。積極的に「三人だって、一

緒になろう」と呼びかける子やグループができた事

を「やった～、やった～」と喜び、大はしゃぎして

いる子、子ども達の歓声が聞こえてくるようになっ

た。 
４人グループを作るように合図をした時、２人と

３人のグループができた。 
「あれ、２人と３人だ～２と３でご５だよ。４にな

らんよ」 
「今、４人グループだよ。できないよ。」 
みんなで、話し合っている。 
「じゃ、こっちに入ろう」と、４人グループになっ

ていたＢ子が移動する。 
「Ｂ子が、来たら６人になるんだよ～。それに、４

人じゃなくなるし・・・」 
「先生、どうしても４人にならないから、５人でも

いい？」 
自分達で解決方法を考え、答えを出していた。 

・オルガンの曲をただ聞いている子、

ふざけて踊りだす子、子ども達の反

応は様々であった。子ども達の様子

を見守る。 
○子ども達の様子に合わせ、曲の速さ

を変えていく。 
 
 
○自分たちで、解決していく様子をあ

たたかく見守る。 
○自分たちで、解決できるよう言葉か

けを心がける。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
自分達で考えてグループを作る 

ク
ラ
ス
の
ひ
と
と
き 

 

風邪をひいたブーちゃん 

集
団
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
（
協
同
す
る
喜
び
） 



以上のことから、幼児の発達に即し、教師が意図的に環境を構成する中で、幼児が心を動かす体験を

積み重ねながら、他の幼児と共感したり、感動を共有したりする喜びを味わうことで、主体的に遊びを

進めていくことがわかった。 
 

Ⅷ  研究の成果と今後の課題 

 幼児一人一人が自己を発揮し、主体的に活動に取り組むためには、心が安定し様々な活動のできる環

境が必要と考える。教師は幼児を温かく受入れる姿勢と一人一人の発達に応じた言葉かけや援助を行う

ことを工夫することにより、幼児との信頼関係が築かれると考える。 

このことを踏まえ、理論と実践を通して研究を進める中で、次の成果と課題を得た。 

１  研究の成果 

(1)  幼児の発達を理解し生活に添った言葉かけや援助を行ったり、意図的に環境を構成していくこと 

で、幼児が主体的に活動に取り組むようにり、集団の成長がみられなった。 

(2) 流れいく一日（倉橋惣三）といわれているが、これまでの教師主導でコマ切れの日々を反省し、 

幼児の必然性から流れ変化する一日が子どもの成長に大切であることがわかった。 

(3) 幼児のつぶやきや行動を意識してみて行くことで、幼児一人一人の内面理解や発達のタイミング 

を捉え、適切な援助を行うことができた。 

２  今後の課題 

(1) 幼児が主体的な活動に取り組むためのよりよい援助を探るために、日々の実践を記録する。記録 

を通して、実態把握につとめ、一人一人に応じたよりよい援助の手立てを考え実践を行う。 

(2) 幼児の発達段階を考慮した援助を実践するためには、全職員のティーム・ティーチングが大切で

ある。よって全職員と共通理解を図りながら、見直していく必要があると考える。 

(3) 発達の連続性を考慮し、家庭・小学校と連携を密にする。 
３  おわりに 

 本研究をきっかけに今までの保育のあり方を考え、見直していくことができ、これからの教員生活で

最も意義の深い半年間となりました。また、多くの人々の温かい気持ちにふれ、恵まれた環境の中で学

ばせてもらったことで、とても充実した気持ちで満ち溢れています。 
 今回このような研究の機会を与えてくださった宜野湾市教育委員会の先生方、温かく歓迎し励まして

くださった宜野湾市立教育研究所所長の長崎光義先生、研究所の入所を勧めてくださった宮城茂雄先生、

宮城盛雄先生、研究に行き詰まった時、温かく励ましていただいた古堅宗篤先生をはじめとする、八木

啓子先生、そして、職員の皆様。心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 
 本研究を進めるにあたり、沖縄キリスト教短期大学非常勤講師の大湾由美子先生には、研究内容はも

ちろんのこと、人への温かい接し方、保育者としての姿勢、保育のあり方等を学ばさせていただき、ま

た、研修係長の田場先生には、温かい眼差しで、私らしく伸び伸びと研究をすることができる環境を整

えていただき、研究の進め方、まとめ方や教育に対し向上していく気持ち等を学ばせていただきました。

先生方のお力添えで、研究を進めることができましたこと、深く感謝申し上げます。 
 更に、縁あって一緒に研究を進めていくことになった同期研究教員、西川賢先生、多和田晴香先生、

苦楽を共に励ましあうことで乗り越えてこれたと思っています。また、いつも温かく声をかけてくださ

ったはごろも学習センターの皆様に深く感謝申し上げます。とても、楽しかったです。本当にありがと

うございました。 
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